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上

秀
天
ら

、

新

仏
教

徒
の

論
文
が

漢
訳
さ

れ
（
あ
る

い

は
口

本
語
の

ま

ま）
、

「

海
潮
音
』

、

『

南
瀛
仏
教
』

等
の

中
国
・

台
湾
の

雑
誌
に

掲
載
さ
れ

た

こ

と

を
紹
介
し
て

い

る
。

新
仏
教
徒
と
中
国
人
・

台
湾
人
仏
教
者
と

の

直
接
的
な
相
互
作
用
が
分

析
さ
れ
て

い

る
わ

け
で

は

な
い

が、

新
仏
教
徒

た

ち
の

言

説
の

受
容
と

流
用
（

碧
冐
o

崗

舜
δ
コ）
、

そ
の．
言

説
の

社
会

的
・

政

治
的
機
能
が

分
析
さ
れ

て

い

る
。

梁
は
、

『

南
瀛
仏
教
』

と

「

海

潮
音
』

に

そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ

た

境
野、

加
藤
咄
堂
執
筆
の

仏
教
の

戦
争

観
を
分
析
し、

戦
争
遂
行
の

正

当
性、

抗
戦
の

た

め

の

正
当
性
の

メ

ッ

セ

ー

ジ

と

し
て、

二

人
の

論
文
が

戦
略
的
に
流
用
さ
れ
た

こ

と

を

明
ら

か
に

し
て

い

る
。

つ

ま
り、

新
仏
教
徒
た

ち
の

言
説
は
、

雑
誌
と

い

う
メ

デ

ィ

ア

に

よ
っ

て
、

〈

ア

ジ

ア
〉

と
〈
戦

争
〉

に

密
接
に

関
わ
っ

て

い

た
こ

と

が
、

梁
の

論
文
か
ら
浮
か
び

上

が

っ

て

く
る

の

で

あ
る

。

　
今
後、

〈

近
代
仏

教
〉

〈

ア

ジ

ア
V

〈

戦

争
〉

の

関
連
を
主

題
化
し
た
ト

ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ
ル

な
研
究
の

進
展
が

期
待
さ
れ
る

。

そ
し

て
、

こ

う
し

た

研
究
の

進
展
が、

一

九
阯
紀
以
降
の

世
界
同
時
多
発
的
な

近

代
仏
教
の

成
立
と

展
開
を

明
ら

か

に

す
る

た

め

の

重
要
な
役
割
を

果
た

す
こ

と
に

な

る

で

あ
ろ
う

。

東
ア

ジ

ア

世

界
に

対
す
る

新
仏
教
徒
の

視
線

高

　
橋

原

　
近
代
日
本
の

教
団
仏
教
が
帝
国
主

義
・

植
民
地
主

義
の

先
棒
を
担
い

で

戦
争
に

協
力
し

た
と
批

判
さ
れ

て

き
た
が

、

日
本
が

帝
国
主
義
へ

と

大
き

く
舵
を

切
っ

た
の

と

同
じ

時
期
に、

教

団
仏

教
へ

の

批

判
・

改

革
運

動
と

し
て

始
ま
っ

た

新
仏
教
運
動
が

帝
国
主
義
に

ど

う
向
か

い

合
い

、

東
ア

ジ

ア

に

ど

の

よ
う
な
視
線
を

向
け
て

い

た

の

か
。

本
発
表
で

は、

こ

う
し

た

関
心
を

も
っ

て

新

仏
教
運
動
の

機
関
誌
で

あ
っ

た

『

新
佛
教
』

（

一

九
〇

〇
ー
一

九
一

五
）

の

誌
面
を

分
析
し、

そ
の

メ

デ

ィ

ア

と
し
て

の

性
質
に

光
を
当
て

る
。

　

ま
ず、

運
動
の

中
核
的
メ

ン

バ

ー

で

欧
米
に

長
期
間

滞
在
し
て

い

た

渡

邊
海
旭、

鈴
木
大
拙、

杉
村
縦
横
な
ど

以
外
に

も
、

新
仏
教
運

動
へ

の

参

加
者
の

巾
に
印
度
・

中
国
・

朝
鮮
へ

の

渡
航

者
や

長
期

滞
在
者
が
い

た
こ

と
を

示
し
、

運
動
が
単
な

る

国
内

的
な
文
化
運
動
を
超
え
出
る
視
線
を
内

包
し
て

い

た

可

能
性
を

指

摘
す
る

。

本
発

表
で

は
、

北

條
太
洋
（
新
民

府
、

琿

春
な
ど
で

領
事
）

、

豊
田

孤
寒
（
山

東
省
済
南
府
優
級

師
範
学
堂

教
授）
、

清
水
友
次
郎
（
大
連

高
等
女
学

院
教
授

、

南
満
会
社

交
渉
局
翻

訳
事
務
嘱
託）

と
い

っ

た
、

植
民
地
行
政
・

教
育
の

当

事
者
達
や、

峯
籏

良
允
（

浄
土
宗
僧
侶、

吉
林
府
師
範
学
堂
教
習
・

両
級
師
範
学
堂
教
習）
、

太
田
覚
民
（

ウ

ラ
ジ

オ

ス

ト
ク

本

願
寺
布
教
所
主
任）

と
い

っ

た
植
民
地

布
教
に

関
わ
っ

た

人
物
達
も

、

広

く
運

動
へ

の

参
加
者
に

含
め

て

考
え
る

こ

と
に

す
る

。

　

言
説
空

間
と
し

て

の

『

新

佛
教
』

の

ト

ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ
ル

な
性
格
が

示
唆
さ

れ
る

が
、

で

は

誌
面
に

お
い

て

ど
の

よ

う
に

ア

ジ

ア

が

表
象
さ
れ

て

い

る

か
と
い

う
と
、

貧
し
く
文

化
程

度
が

低
く
啓
蒙
が

必
要
な
民
衆、

堕

落
し

た

朝
鮮
仏
教
と
い

っ

た
ス

テ

レ

オ

タ

イ

プ
的
な

イ

メ

ー

ジ

の

再
生

産
に

と
ど
ま
っ

て

い

る

こ

と

が
見
て

と

れ

る
。

そ
こ

に

あ
る

の

は

ア

ジ

ア

の

文
明
化
が

日

本
人
の

天
職
で

あ
る

と

い

う
文
明
の

側
か

ら

の

視
線
で

あ

り
、

記
述

内
容
に

『

新
佛
教
』

な
ら
で

は
の

独
自
性
を

見
出
す
の

は

難
し

い
。
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こ

れ
ら
植

民
地

に

滞
在
し

て

い

た

人
物
達
と
の

交
流
は、

『

新
佛
教
』

の

私
信
欄
の

分
析
に

よ
っ

て

浮
か
び

上

が
ら
せ

る

こ

と
が

で

き
る

。

従
来

の

研
究
で

は
、

『
新
佛
教
』

は

高
島
米
峰
ら

仏
教
清
徒

同
志

会
（

新
仏

教

徒
同
志

会
）

の

主

張
発
表
の

場
と

し
て

位
置
づ

け
ら

れ
て

幹
部
会
員
の

論

説
が

分
析
の

対
象
と
な
っ

て

お

り、

周
辺
か
ら

運

動
を

支
え
た
人
々

、

す

な
わ
ち
目

次
に

現
わ

れ

な
い

読
者
達
の

活
動
は

視
野
の

外
に

置
か
れ

が

ち

で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

同
志
会
の

会
員
や
購
読
者
の

範
囲
が

明
ら
か

で

な

く、

誰
が

「

新
佛
教
徒
」

な
の

か
確
定
し
が
た

い

と
い

う
実
情
や
、

必

ず

し

も
統
一

さ
れ

た
キ

義
を

掲
げ
な
い

と

い

う
「

自

由
討
究
主

義
」

ゆ
え
に

一

枚
岩
的
な
立

場
が

存
在
し
な
い

と

い

う
方
法
上

の

困
難
を
、

い

わ

ば
逆

手
に

と
っ

て
、

お

そ
ら

く
は

購
読
者
で

あ
っ

た

と

推
測
さ
れ

る
、

私
信
欄

に

し

か

名
前
が

見
え
な
い

よ

う
な
人
物
達
を
も
広
義
の

運
動
の

担
い

手
と

し

て

考
慮
す
る

よ

う
な

新
し
い

ア

プ
ロ

ー

チ
が
有
効
な
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

新
仏
教
運

動
は

『

新
佛
教
』

と

い

う
メ

デ

ィ

ア

に

よ
っ

て

結
ば
れ

た

ゆ
る

や

か

な
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

と

し
て

捉
え
ら
れ

る

こ

と
と

な
る

。

　
『

新
佛
教』

が

旧
仏
教
に

対
す
る

批

判
勢
力
を
中
核
と

し
な
が
ら

も
、

仏
教
界、

仏
教
ア

カ

デ

ミ

ズ
ム
、

根
岸
派
を
中
心

と

す
る

文
化
人、

そ
し

て

社
会
主

義
者
達
と

い

っ

た

様
々

な
サ
ー
ク

ル

が

交
差
す
る

空
間
で

あ
っ

た
こ

と
は

従
来
か

ら
知
ら

れ
て

い

た
が

、

私
信
欄
の

検
討
か

ら
、

植
民
地

行
政
・

教
育
・

布
教
の

当
事
者
達
も
こ

れ
ら
サ
ー

ク

ル

に
重
な
り
合
い

な

が

ら
加
わ

っ

て

い

た

こ

と

が
確
認
さ
れ
た

。

　
こ

の

こ

と

が
新
仏
教
運
動
に

独
特
の

力

学
を
与
え
て

い

た

こ

と

が、

対

支
布
教
権
問
題
を
め

ぐ
る

議
論
か
ら
示
唆
さ

れ
る

。

帝
国
主

義
に
迎
合
す

る

か

の

よ

う
な
布
教
権
獲
得
の

主
張
が

、

植
民
地

の

新
仏
教
徒
か
ら
の

反

応
に

よ

っ

て

「

信
教
の

自
由
の

観
点
か
ら
政
治
上

の

保
護
干
渉
を
拒
否
す

る
」

と
い

う
新
仏
教
運
動
本
来
の

方
向
に

軌
道
修
正
さ
れ

て

い

る
よ

う
に

見
え
る

。

す
な
わ

ち、

こ

こ

か

ら

示

唆
さ
れ

る
の

は、

『
新
佛

教
』

が
、

国
家
の

内

外
、

植
民
地
の

内
外、

仏
教

界
の

内
外
に

生

ず
る

緊

張
と
バ

ラ

ン

ス

の

上
に

言
説
を
生
成
し
得
た、

仏
教

系
メ

デ

ィ

ア

と
し

て

希
有
な
存

在
で

あ
っ

た
と

い

う
可
能

性
で

あ
る

。

新
仏

教
徒
の

戦
争

観

守

　
屋

　
友
　
江

　
本
発

表
で

は
、

『
新
佛
教
』

に

掲
載
さ
れ

た
、

戦
争
に

関
す
る
論

説
を

通
し
て
、

当
時
の

仏

教
徒
た

ち
の

戦
争
観
を

考
察
す
る
。

日

露

戦
争
と

第

一

次

世
界

大
戦
と

い

う、

二

〇

世
紀
初
頭
に

起
き
た

対

外
戦

争
に

際
し

て
、

彼
ら

が

戦
争
を

肯
定
あ
る

い

は

否
定
す
る

論
理
は

何
で

あ
っ

た

の

か

を

明
ら

か
に

す
る

。

ま

た
、

鈴
木
大
拙
と

井
上

秀
天

と
い

う
、

と

も
に

『

新
佛
教
』

へ

の

積
極
的
な
執

筆
者
で

あ
り、

禅
者
で

あ
り、

海
外
経
験

を

持
ち、

か

つ

国
家
主

義
批
判
を
展
開
し
た

二

人
の

戦
争
観
に

つ

い

て

も

考
察
を

行
っ

た
。

　
新
仏
教
徒
同
志

会
の

綱
領
を

み
る

と
、

合
理
主

義
的
・

現
世
主
義
的
な

「

健
全
な
る

信
仰
」

、

多
様
な
見
解
を
認
め

る

「

自
由
討
究
」

、

「

政
治
上

の

保
護
干
渉
を

斥
く

」

な
ど
と

あ
る

。

こ

の

「

白
由
討
究
」

と

い

う
特
微
を

反
映
し
て

、

『

新
佛

教
』

は

相

反
す
る

論
説
を

同
時
に

掲
載
す
る

が
、

こ

こ

で

取
り
上

げ
た

い

の

は、
「

政

治
上

の

保

護
干
渉
を

斥
く

」

立

場
と

「

健
全
な
る

信

仰
」

か

ら
の

社
会

倫
理
の

問

題
で

あ
る

。

　
日
露
戦
争
は

両
国
軍
に

多
数
の

死
傷
者
を
出
し、

軍
事
費
の

大
幅
増
加
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